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国際ネットワーク構築の取り組み
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ARRNの概要

河川環境の再生は、治水や利水と同じく、人類の存続に不可欠。

第４回世界水フォーラム：自然再生セッション提言概要（2006.3）

河川環境管理に際しては流域を基本単位で考える。

アジアに相応しい河川環境再生の方法論を確立することが必要。

アジアの歴史・文化的土壌として人間活動と自然との調和がある。

実務者・研究者・生態学者・管理者・市民で、河川再生に関わる実務者 研究者 態学者 管 者 市民 、 再 関わ

優れた事例や専門情報を共有する仕組みが不可欠。

類似した自然・社会環境を持つアジアとして、河川再生の技術指類似した自然 社会環境を持つアジアとして、河川再生の技術指

針を共有することが緊急の課題。

アジア河川 流域ネットワ ク（ARRN）
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アジア河川・流域ネットワーク（ARRN）



ARRNの構造

アジア河川・流域ネットワーク
（Asia River Restoration Network）（ ）
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KRA：韓国河川協会
IWHR：中国水利水電科学研究院



JRRNの構造
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団体会員：１１団体



JRRNの活動ビジョン
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ARRN／JRRNの活動（２００８年度）

ARRN情報委員会・技術委員会の新規設立及び開催

〈パートナーシップ構築〉

ARRN情報委員会 技術委員会の新規設立及び開催
運営会議や国際フォーラム等の開催

〈情報や技術の整備・共有〉

国内の河川再生事例の収集整理及び国内外へ紹介
河川再生ガイドライン（第一版）の作成と配布第 版 布

〈ネットワークの充実〉

会員特典を明確化
国際会議等への積極的参加 海外類似団体との連携

〈ネットワ クの充実〉
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国際会議等への積極的参加、海外類似団体との連携
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国際会議等への積極的参加、海外類似団体との連携



ARRN／JRRNの活動

【運営基盤の確立】【運営基盤の確立】

情報委員会 運営会議
今後 活動内容やARRNの今後の活動内容や

情報循環策について議論
※各RRNの情報委員で構成

※ARRN会長、各RRN代表者
及び情報・技術委員で構成

技術委員会
ARRNとして保有すべき技術や
アジア版河川再生ガイドライン
のあり方について議論のあり方について議論
※各RRNの技術委員で構成
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ARRN／JRRNの活動

河川環境ミニ講座国際フォーラム 河川環境ミニ講座
（JRRN）

国際フォーラム
（ARRN）

第３回河川環境ミニ講座第 回河川環境ミ 講座
「環境流量からみえるアジアの風土性」
・講演：筑波大学 白川講師
・２００９年５月開催
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国際会議等への積極的参加、海外類似団体との連携



【河川・水辺再生事例の整理・公開】
ARRN／JRRNの活動

【河川 水辺再生事例の整理 公開】

背 景

「河川再生に関わる優れた事例や専門情報を共有する仕組みが
不可欠である」（第４回水フォーラムより）

河川再生事例が体系的に整理されている情報共有媒体は少ない河川再生事例が体系的に整理されている情報共有媒体は少ない。
アジアの国々からのニーズ
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⑥川とまちの再生 ①

全２１１事例



【河川・水辺再生事例の整理・公開】

ARRN／JRRNの活動

【河川 水辺再生事例の整理 公開】

段階的に情報を公開

今年度の予定…
段階的に情報を公開

画像の不足の解消

位 情報 提供位置情報の提供

（Googleマップを活用）

ARRNウェブサイトに掲載
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【河川再生ガイドラインの作成】

ARRN／JRRNの活動

【河川再生ガイドラインの作成】
目 的

「類似した自然 社会環境を持 アジアとして 河川再生の技術「類似した自然・社会環境を持つアジアとして、河川再生の技術
指針を共有することが緊急の課題」（第４回水フォーラムより）

河川再生活動への波及河川再生活動への波及
作業を共有することにより、国際情報ネットワークを円滑にする

アジアの
情報・技術等

日本国内の
情報・技術等

日 本日本・中国・韓国
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情報・技術等



【河川再生ガイドラインの作成】
ARRN／JRRNの活動

「川の自然再生に関するガイドライン」の目次・原則を基礎に作成
「河川環境再生の具体策（第４章）」に対応した収集整理

収集整理した既存の国内技術指針

調査・研究
流域住民の
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水量と水量
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2008 2 1

2009 1

計 9 6 10 10 13 13 計61



【河川再生ガイドラインの作成】
ARRN／JRRNの活動

【河川再生ガイドラインの作成】
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【河川再生ガイドラインの作成】
ARRN／JRRNの活動

〈今後のバージョンアップに向けて〉

【河川再生ガイドラインの作成】

ターゲット

アジア各国 類似点
のニーズ 差異点
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国際会議等への積極的参加、海外類似団体との連携



ARRN／JRRNの活動

JRRNニュースメール（週2回）

JRRNニュースレター発刊（月1回）
情報の共有

ＡＲＲＮニュースレター発刊（季1回）

ARRN年次報告書（年1回）

情報の共有
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JRRNニュースレター ARRN 年次報告書ARRN ニュースレター



ARRN／JRRNの活動

諸外国からの研修者等
の受け入れ 国際会議・学会への参加

パキスタン 第４回アジア太平洋地域

水文水資源国際会議

第 世 水第５回世界水フォーラム

世界都市水フォーラム2009

国内外関係機関への
PR活動・意見交換

台湾
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※JRRN会員は傍聴可能



ARRN／JRRNの活動から・・・

香港政府関係者の隅田川視察支援

川を軸とした再開発の平面図（CEDD提供） 東京都建設局河川部担当者による
河川文化の説明
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●CEDD（香港特別行政区土木開発部）on-going projects
（http://www.cedd.gov.hk/eng/projects/major/kw/index.htm）



ARRN／JRRNの活動から・・・

TOP PAGE

台湾河川・流域再生ネットワーク
URL:  http://trrn.wrap.gov.tw/

・ 河川復元事例：２２事例（台湾）
・ 湿地生態復元事例：２事例

その他 国外事例や水質再生の事例
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・ その他：国外事例や水質再生の事例



２００９年度以降の課題・活動計画

【ARRN】
河川再生に関わる事例収集・整理
ガイドラインのバージョンアップ
ARRNホームページの再構築
各RRN体制の充実
海外類似組織との積極的な交流

【JRRN】
会員特典の明確化
会員をまきこんだ運営
ネットワークの拡大
ネットワークのマネジメント体制の充実化

財団法人 リバーフロント整備センター 21

海外文献等の翻訳及び配信



今後の展開

〈ネットワーク発展段階での必要な要素〉
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情報元：2009年3月開催・第5回世界水フォーラムにおけるECRR会長講演内容



今後の展開
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リバーフロント整備センターの国際活動
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ご静聴ありがとうございました

http://www.a-rr.net/
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